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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、家
族
お
揃
い
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る一
年
で
あ
り
、今
後
に
お
い
て
も
第
８
波
の
到

来
に
よ
る
感
染
拡
大
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
こ
に
、急
激
な

円
安
や
物
価
高
も
加
わ
り
日
常
生
活
に
様
々
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
常
が
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

さ
て
、森
林
林
業
に
お
い
て
は
、ウ
ッ
ド
シ
ョッ
ク
と
呼
ば
れ
る
木
材
価
格

の
高
騰
は
次
第
に
収
ま
り
現
在
で
は
ほ
ぼ
通
常
価
格
に
落
ち
着
い
て
き
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、海
外
の
金
利
政
策
に
よ
る
住
宅
着
工
減
や
入
荷
外
材

の
だ
ぶ
つ
き
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
す
。ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
前
の
低
水
準

よ
り
は
ま
だ
高
い
単
価
で
す
が
、木
材
の
市
況
は
今
後
も
国
際
情
勢
に

左
右
さ
れ
上
下
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
期
当
組
合
の
年
間
半
期
で
の
決

算
見
込
み
の
取
扱
高
・
収
益
と
も
に
当
初
計
画
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
も
組
合
員
の
皆
様
の
御
支
援
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
一
方
、国
に
お
い
て
は
、２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与
す
る

「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業
」実
現
の
た
め
、ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
な
ど
森

林
資
源
の
持
続
的
な
利
用
を
一
層
推
進
す
る
と
し
て
お
り
、森
林
林
業
に

は
こ
れ
ま
で
以
上
の
社
会
的
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
寄
与
す
る
循
環
型
の
林
業
で
あ
る
主
伐
・
再
造
林
に
よ
る「
伐
っ

て
」「
植
え
て
」「
育
て
て
」「
使
う
」と
い
う
林
業
サ
イ
ク
ル
を
当
組
合
も

実
践
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
再
造
林
後
の
下
刈
な
ど
の
初
期

費
用
に
対
し
て
森
林
組
合
が
所
有
者
負
担
の一
部
を
助
成
す
る
新
た
な

「
北
但
西
部
循
環
型
林
業
推
進
事
業
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
新
た
な
方
向
への
取
組
み
を
進
め
な
が
ら
、皆
様
への
期
待

と
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
事
業
展
開
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。こ
の
た
め

に
は
、人
財
と
機
械
への
投
資
が
増
々
重
要
で
す
。中
山
間
地
の
人
手
不

足
、資
材
高
騰
に
負
け
ず
役
職
員
、森
林
技
術
者
が一
丸
と
な
っ
て
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
組
合
員
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長 

谷
渕　

 

要 

一

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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　林業生産は、全国的に利用間伐から主伐へと移行しつつありますが、県下でも皆伐後植林されず放置された
森林が問題となっています。
　当組合にあっては、「伐って」「植えて」「育てて」「使う」の本来あるべき林業の循環サイクルを確立する責務
があります。このため、再造林後の下刈や鹿防護柵管理補修の初期保育投資に係る所有者負担が大きいことか
ら、これを半減し立派な山に誘導する目的で県下でも先駆けて組合独自の事業として、この度創設しました。
　この事業により、下刈が終わるまでの所有者負担を軽減し、主伐・再造林・初期保育（植栽後7年まで）の
経費を差し引き、１ヘクタール当たり50万円以上の所有者への還元を目指します。 

（目的）
第1条	 	　今後の主伐再造林の事業拡大による循環型林業の推進の

ためには、再造林後の初期保育が確実に行われ成林させるこ
とが重要である。

　	 	　このため、再造林後の初期保育費用（下刈、獣害防護柵
の管理）の一部を森林組合が負担し所有者負担軽減による適
切な初期保育を確実に実施し、豊かな森林へと誘導することで、
管内の再造林・保育・利用の循環型林業を推進する。

（事業内容）
第2条	 	　当組合が組合員から委託を受け公共造林事業等により実施

した再造林地において、当組合が委託を受け実施する下刈等
初期保育に対して、当組合が費用の一部を負担する。

（事業対象作業および経費）
第3条	 　下表により費用の一部を当組合が負担する。

対象事業 組合負担額 備　考

下刈 造林補助事業補助残の
1/2相当額

下刈が不要になるまで
3回実施を標準とする

獣害防護柵
管理

防護柵見回り、補修経費
1回1km当たり16,000円
（32,000円×/1/2）

毎年4回の見回り・
補修とする

（事業対象期間）
第4条	 	　事業の対象となる期間は、再造林後下刈が不要になるまで

の７年間以内とする。

要望については、国の主伐・再造林事業の予算枠があるため、
早めに森林組合へご相談ください。【　　　　　　　　　　　　】

北但西部循環型林業推進事業を創設しました

北但西部循環型林業推進事業実施要領
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　兵庫県では、県民緑税を活用した「災害に強い森づくり事業」に取り組まれています。
　この事業の中の「住民参画型森林整備事業」により、集落裏山の防災林整備（危険木伐採）やバッファーゾーン整備等の地域
住民等による自発的な活動に対し、資機材の購入費や危険木伐採等にかかる作業委託経費が支援されます。

「住民参画型森林整備事業」を実施するには、地元集落から町、県への事業要望が必要となります。また集落内での事業同意書
の取得や意見の集約を地元住民で行い、計画を立てる必要がありますので多少労力がかかりますが、事業実施後の集落の景観は
明るく美しくなります。手入れをされなくなり放置された里山・竹林があれば、一度検討されてみてはいかがでしょうか？

住民参画型森林整備～住民による自発的な活動を支援～

　香美町では、県民緑税事業の「里山防災林整備事業」の採択要件（人家裏の森林が5ha 以上）に満たされない小規模な集落（概
ね20戸以内で、事業地は1.0 ～ 1.5ha）を対象とし、令和3年度より環境譲与税を活用した「香美町里山防災林整備事業」を行っ
ています。人家裏の危険な木や繁茂した竹林、常緑樹、枯れてしまった木等を土地所有者に代わって伐採し、林内への集積を行
います。また表土の流出を抑える丸太柵工等の簡易土留工を実施し、安全で災害に強い森づくりを行います。

〇香美町里山防災林整備事業を実施するには、地元集落から香美町へ事業要望が必要となります。
〇1年目に森林の状態を調査し整備計画を立て、2年目に整備計画に基づいて伐採等の森林整備工事を行います。

【注意】
整備対象区域となる森林所有者の事業同意書、事業に対する承諾や合意は地域住民の方々で取得いただく必要があります。

香美町里山防災林整備事業

伐　採
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日　時：令和４年１０月２１日（金）13:30 ～
場　所：豊岡市日高町栗栖野55
　　　　ブルーリッジホテル

【鳥取県東部森林組合における主伐・再造林の取組】
講師 ：  鳥取県東部森林組合 （鳥取県鳥取市湖山町西１丁目328-2）

 代表理事組合長　 嶋
シマ

 沢
ザワ

　和
カズ

 幸
ユキ

　氏

※1：農林水産省所轄の国立研究開発法人森林研究・整備機構の一部局。（旧 緑資源公団・緑資源機構）
※2： 面的整備を実施し育成複層林を造成するためには、「①区域内の森林整備センター契約地の面積が概ね100ha 以上あること。②区域内の概ね5割以上が、既契約地又は1 ～

3号保安林（水源かん養保安林、土砂流出防備保安林、土砂崩壊防備保安林）であること。（予定地も含む）③森林整備の必要性のある森林（被災リスクの高い森林）であ
ること。④標準伐期齢以上であること。」が条件となります。

令和４年度　但馬森林協議会主催　林業研修会

●  一昨年3月頃からのウッドショックにより輸入木材への依存リスクが顕在化し国産材への転換も始まっており、これを機に 
国産材の増産・安定供給への期待

● ＳＤＧｓの目標達成や２０５０年カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現に対する森林・林業への期待  

現　状

●  森林所有者の利益（所得）となる山元立木価格の低迷
●  鹿による植栽木食害の急増

●  林業従事者の労働環境の改善・待遇改善
●  地籍調査及び森林境界明確化の遅れ

課　題

★　今、森林・林業に追い風が吹いており、この期待に応えていくためには戦後に造成され本格的に利用期を迎えている
スギやヒノキの人工林を【伐って、使って、植える】という方法で循環利用する主伐・再造林の推進が重要である。

鳥取県対策

●  市町村による地籍調査が進んでいないことから、市町村に対し森林環境譲与税を活用し航空レーザー計測を使って森林境界
明確化に早急に取組んでもらうことを要望中

●  早世樹及びエリートツリーを低密度植栽（3,000本 /ha →2,000本 /ha）することにより、収穫期間の短縮や林業で最も厳
しい作業である下刈期間の短縮・作業の効率化などによる再造林コスト削減に取り組んでいる

●  防護柵の整備や点検修繕について、県・市町村の支援
●  森林技術者の組合への就業に向け、林業大学校等で必要な知識・技術の習得を行い即戦力として期待される若者に対して

奨学金を給付する

　森林整備センター（※1）では令和3年度より新たに
面的整備（※2）の取り組みを開始しました。 既存の
分収造林契約地周辺の未契約地森林を含めた区域を

「面的水源林整備区域」とし、区域内の森林整備の
必要性のある未契約地を対象に分収造林契約を締結
し、公益的機能を一層発揮させるために既契約地と
一体的な森林整備を推進しています。
　面的整備では、育成複層林の造成に向けて伐採、
新植、保育を実施することで森林を健全な状態で維
持し資源を循環させていき災害に強い森を育成しま
す。

森林整備センターでは分収造林契約（育成複層林）による面的整備を推進しています
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日本伐木チャンピオンシップ（ＪＬＣ） 日本伐木チャンピオンシップ（ＪＬＣ） 大健闘大健闘

【JLCは林業の未来にきっと役立ちます！】

　日本伐木チャンピオ
ンシップ（以下、［JLC］ 
という）は、 林業技
術及び安全作業意識
の向上や林業の社会
的地位の向上、新規
林業就業者数の拡大
等を目的として開催す
るチェンソーを用いて、
チェンソーによる伐木
造材技術を競う全日本
の競技大会です。

　令和４年度 第４回目となる［JLC］が令和 4 年 5 月 21 日、22 日の両日青森県青森市のモヤヒルズで
開催されました。［JLC］は、２年に１回青森県のモヤヒルズで開催される大会であり、本大会は世界伐木
チャンピオンシップ（以下、［WLC］という）の日本代表選手を選出する国内予選会も兼ねており、全国
各地から選手が参加し「伐倒」や「枝払い」などの５種目を行い安全性やチェンソー技術の正確さ、スピ
ード を競い合い、上位３名が［WLC］に出場できます。今回、兵庫県からはチーム【北但西部】の５名
の選手が出場しました。惜しくも、［WLC］出場は叶いませんでしたが、選手達は林業従事者として服装
や作業する姿などカッコ良さをアピールすることにより、人材確保・育成といった林業普及の為に役立て
ていきたいと考えています。今後、兵庫県内に、［JLC］への理解の輪が広がり競技者が増えることを強
く望んでいます。

仕事が終わってからチームの仲間と一緒に練習に励み思いのほか難しく戸惑う日々が続きましたが、練習試合や大会に参加するにつ
れ全国のチェンソー仲間とも知り合う事もでき、いつの間にか夢中になっている自分がありました。何より［JLC］を通じて家族や周囲
の人たちが、林業に興味と理解を示してくれるようになった事は大きな励みとなりました。普段の作業においては安全面や技術面で
の意識が大きく変わり、メンテナンスや目立てと言ったところから基本に立ち返りキッチリと行うようになりました。また、新人教育に
関しては［JLC］をもとに指導すると教えやすい上に理解してもらいやすく効率的に指導できるようになりました。

選手のコメント


